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つ
と
い
え
る
。

外
国
図
書

Y
ücel H

acalo ğlu, Atsız’ın M
ektupları, 

2.basım
, İstanbul: Ö

tüken, 2013.

（
ユ

ジ
ェ
ル
・
ハ
ジ
ャ
ル
オ
ー
ル
『
ア
ト
ス
ズ
書

簡
集
』
第
二
版
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、

二
〇
一
三
年
）

小
野

亮
介

慶
應
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

ヒ
ュ
セ
イ
ン
・
ニ
ハ
ー
ル
・
ア
ト
ス
ズ

（
一
九
〇
五
―
七
五
）
は
ト
ル
コ
共
和
国
を
代
表

す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
ト
ル

コ
人
の
血
統
の
偉
大
さ
を
説
く
彼
の
人
種
主
義
的

民
族
主
義
は
今
な
お
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て

い
る
。『
灰
色
の
狼
の
死
』、『
魂
の
人
間
』
な
ど

の
著
書
は
版
を
重
ね
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
種
の

思
想
研
究
・
個
人
研
究
で
は
書
簡
も
ま
た
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
り
う
る
。

本
書
は
編
者
自
身
を
含
む
三
〇
余
名
に
ア
ト
ス

ズ
が
宛
て
た
書
簡
を
収
め
て
い
る
。
一
九
四
三
年

か
ら
亡
く
な
る
一
週
間
前
ま
で
の
書
簡
約
二
八
〇

点
の
う
ち
、
八
割
近
く
が
一
九
七
〇
年
以
降
の
も

の
で
、「
書
簡
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
」（
一
九
七
一

年
）
以
降
の
ト
ル
コ
の
政
治
的
・
社
会
的
雰
囲
気

が
生
々
し
く
描
写
さ
れ
る
。
ま
た
彼
が
主
宰
し
て

い
た
『
オ
テ
ュ
ケ
ン
』
誌
や
ト
ル
コ
史
に
関
す
る
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様
々
な
テ
ー
マ
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
版
で
は
新
た
に
約
六
〇
点
が
加
え
ら
れ
た

が
そ
の
大
半
は
、
当
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ラ
ジ
オ
・

リ
バ
テ
ィ
に
勤
務
し
て
い
た
新
疆
出
身
の
カ
ザ
フ

人
、
ハ
サ
ン
・
オ
ラ
ル
タ
イ
宛
の
も
の
で
あ
る

（
そ
の
存
在
を
評
者
は
人
づ
て
に
編
者
に
伝
え

た
）。
ア
ト
ス
ズ
は
ト
ル
コ
の
状
況
を
オ
ラ
ル
タ

イ
に
語
る
が
、
と
り
わ
け
一
九
七
二
年
に
イ
ノ

ニ
ュ
が
共
和
人
民
党
総
裁
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た

こ
と
や
、
後
継
の
エ
ジ
ェ
ヴ
ィ
ト
に
よ
る
党
の

「
中
道
左
派
」
化
を
露
骨
に
批
判
し
て
い
る
点
は

興
味
深
い
。
イ
ノ
ニ
ュ
に
対
す
る
罵
倒
は
、

一
九
四
四
―
四
五
年
の
「
人
種
主
義
・
ト
ゥ
ラ
ン

主
義
裁
判
事
件
」
に
よ
る
ア
ト
ス
ズ
の
怨
恨
の
深

さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

昨
年
夏
ア
ン
カ
ラ
に
編
者
を
訪
ね
た
際
、
彼
は

「
出
版
を
通
じ
て
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
料
の

散
逸
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
」
と
評
者
に
語
っ
て

く
れ
た
。
彼
に
と
っ
て
第
二
版
は
ま
だ
不
十
分
で

あ
り
、
既
に
第
三
版
刊
行
の
意
欲
が
あ
る
と
い

う
。
編
者
は
プ
ロ
の
研
究
者
で
は
な
く
、
注
が
や

や
簡
潔
す
ぎ
る
点
は
気
に
な
る
が
、
彼
の
よ
う
な

熱
意
あ
る
人
々
も
ト
ル
コ
史
研
究
を
担
う
一
翼
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ferm
an B

ayır (ed.), G
ezi D

irenişi: 
E

n Ö
zel F

otoğraflarla, İstanbul: 
K

aynak, 2013.

（
フ
ェ
ル
マ
ン
・
バ
ユ
ル

編
『
ゲ
ズ
ィ
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
：
最
も
特
別

な
写
真
』、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
二
〇
一
三
年
）

小
野　

亮
介

慶
応
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
・
タ
ク
ス
ィ
ム
広
場
に
接
す
る

ゲ
ズ
ィ
公
園
の
樹
木
伐
採
に
端
を
発
し
た
市
民
の

抗
議
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
七
日
に
始
ま
っ
た

時
点
で
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か

し
放
水
や
催
涙
ガ
ス
に
よ
っ
て
抑
え
込
も
う
と
す

る
警
察
の
様
子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
拡

散
さ
れ
る
と
、
デ
モ
（
彼
ら
自
身
は
し
ば
し
ば

「
革
命
」
と
呼
ん
だ
）
は
急
速
に
拡
大
し
、
ア
ン

カ
ラ
や
イ
ズ
ミ
ル
な
ど
他
都
市
に
も
波
及
し
た
。

世
界
中
が
注
目
し
た
デ
モ
参
加
者
と
警
察
と
の
対

峙
は
六
月
中
旬
ま
で
続
い
た
。
や
が
て
デ
モ
は
沈

静
化
し
た
が
、
以
後
も
散
発
的
に
発
生
し
た
。

　

デ
モ
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
彼
ら
は
何
に

怒
り
、
何
を
訴
え
た
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
対

し
、
写
真
は
活
字
よ
り
も
雄
弁
で
あ
る
。
本
書
は

一
〇
の
テ
ー
マ
：
警
察
、
デ
モ
行
進
、
風
刺
、
自

然
へ
の
愛
、
ス
プ
レ
ー
落
書
き
、
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ

ア
へ
の
不
信
、
参
加
者
た
ち
、
支
援
者
た
ち
、
お

祭
り
気
分
、
そ
し
て
犠
牲
者
を
デ
モ
側
の
立
場
か

ら
捉
え
た
一
五
九
枚
の
写
真
を
収
め
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
と
く
に
印
象
的
だ
っ
た
も
の
を
い
く
つ

か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
デ
モ
参
加
者
の
中
心
が

青
年
層
で
あ
り
、
一
〇
代
後
半
の
参
加
者
も
少
な

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
一
九
八
〇
年

ク
ー
デ
タ
以
前
の
ト
ル
コ
の
閉
塞
的
社
会
状
況
を

直
接
経
験
し
な
い
ま
ま
育
ち
、
現
政
権
に
不
満
を

抱
い
て
い
る
世
代
と
も
い
え
る
。
デ
モ
に
は
世
俗

主
義
者
か
否
か
、
社
会
主
義
者
か
民
族
主
義
者
か

を
問
わ
ず
、
様
々
な
人
々
が
参
加
し
た
。
彼
ら
の

主
張
も
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
な
か
に
は
政
府
の
対
米

追
従
の
姿
勢
を
批
判
す
る
フ
レ
ー
ズ
も
見
ら
れ

る
。
前
年
に
『
タ
イ
ム
』
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
エ

ル
ド
ア
ン
首
相
の
写
真
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ

て
ヒ
ト
ラ
ー
に
擬
せ
ら
れ
た
。
エ
ー
ゲ
海
の
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
た
ち
は
海
中
で
、
催
涙
ガ
ス

は
こ
こ
で
は
効
か
な
い
ぞ
と
い
う
皮
肉
の
効
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

評
者
と
し
て
は
、
強
力
な
デ
モ
指
導
体
制
の
欠

如
を
、
デ
モ
が
終
息
に
向
か
っ
た
要
因
の
一
つ
に

挙
げ
た
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
デ
モ
参
加
者
の

多
様
性
や
そ
れ
に
応
じ
た
様
々
な
批
判
、
そ
し
て

彼
ら
が
共
有
し
た
憤
り
こ
そ
、
ト
ル
コ
の
今
を
象

徴
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


